
P1~6　特集	女性の健康 知っていますか？ワタシのカ・ラ・ダ
  ■インタビュー 対馬ルリ子さん　
    産婦人科医・医学博士　
    対馬ルリ子女性ライフクリニック銀座院長

P7　	「男女が共に生きるまち八王子プラン」の評価報告書を作成
　　 男女共同参画センターの紹介
P8　 第 24 回　女と男のいきいきフォーラム八王子
 行政審議会等委員への女性の参画状況

vol.
35

男女共同参画情報紙

男女が互いの身体的性差を十分に理解し合い、
人権を尊重しつつ、相手に対する思いやりを
持って生きていくことは、男女共同参画社会
の実現のために大切なことです。特に、女性
は妊娠や出産をする可能性もあるため、生涯
を通じて、男性とは異なる健康上の問題に注
意が必要です。そこで、今号では性差医療の
第一人者である対馬ルリ子先生に、女性の心
と体の仕組みや医療現場で感じていることな
どについてうかがいました。女性はもちろん、
男性にも知っておいていただきたいお話です。

　

女
性
と
男
性
の
大
き
な
違
い
、
そ
れ
は
「
ホ
ル
モ

ン
」
で
す
。
生
ま
れ
て
か
ら
小
学
校
低
学
年
頃
ま
で

の
男
女
は
、
体
つ
き
の
違
い
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま

せ
ん
。
成
長
に
伴
い
女
性
ホ
ル
モ
ン
や
男
性
ホ
ル

モ
ン
の
分
泌
が
は
じ
ま
り
、
目
に
見
え
る
体
つ
き

の
違
い
が
あ
ら
わ
れ
、
第
二
次
性
徴
期
に
な
る
と
、

女
性
は
初
経
（
初
潮
）、
男
性
は
精
通
が
起
こ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
私
た
ち
の
体
の
変
化
は
、
ホ
ル

モ
ン
の
働
き
と
密
接
に
関
係
し
て
い
る
の
で
す
。

　

こ
の
ホ
ル
モ
ン
に
つ
い
て
は
、
近
年
研
究
が
進

ん
で
い
ま
す
。
女
性
ホ
ル
モ
ン
に
は
、
皮
下
脂
肪

を
蓄
え
、
明
る
く
社
交
的
な
気
分
を
も
た
ら
す
働

き
な
ど
が
見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
男
性
ホ
ル
モ
ン
は
、

筋
骨
格
系
を
発
達
さ
せ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

女
性
ホ
ル
モ
ン
・
男
性
ホ
ル
モ
ン
は
、
お
も
に

次
世
代
を
残
す
た
め
に
働
く
も
の
で
す
が
、
一
生

を
通
じ
て
私
た
ち
の
心
と
体
に
影
響
を
与
え
続
け

ま
す
。
食
べ
る
こ
と
や
、
次
世
代
を
残
す
こ
と
自

体
が
難
し
か
っ
た
時
代
か
ら
、
栄
養
状
態
や
医
療

技
術
が
進
ん
だ
現
代
社
会
へ
と
変
わ
り
、
体
つ
き

や
ホ
ル
モ
ン
の
働
き
の
違
い
で
男
女
の
役
割
を
決

め
る
時
代
で
は
な
く
な
り
ま
し
た
。「
男
性
だ
か
ら
」

「
女
性
だ
か
ら
」
と
性
別
で
役
割
を
分
担
す
る
の
で

は
な
く
、
男
女
共
に
多
様
な
生
き
方
を
選
択
で
き
、

そ
の
選
択
を
支
持
し
よ
う
と
い
う
考
え
方
が
世
界

の
主
流
で
す
。

　

生
き
方
を
自
ら
選
択
し
、
イ
キ
イ
キ
と
暮
ら
す

た
め
に
は
、
ま
ず
体
の
仕
組
み
に
つ
い
て
知
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

女性の健康
― 知っていますか？
　 ワタシのカ・ラ・ダ

特集

自
分
の
カ
ラ
ダ
と

　
　
　
上
手
に
付
き
合
お
う

産婦人科医・医学博士 
対馬ルリ子女性ライフクリニック銀座院長

対馬ルリ子さん

平成27年4月誕生　中核市八王子

■
イ
ン
タ
ビ
ュ
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対
馬
ル
リ
子
さ
ん
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健
康
と
ホ
ル
モ
ン
の
密
接
な
関
係

　
「
健
康
」と
は
単
に「
病
気
を
し
て
い
な
い
状
態
」

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
精
神
的
に
も
社
会
的
に
も
健

康
的
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と

で
す
。「
健
康
」
の
た
め
に
は
、
女
性
は
も
ち
ろ
ん
、

男
性
に
も
女
性
の
体
の
仕
組
み
を
知
っ
て
も
ら
う

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

女
性
の
心
と
体
の
健
康
に
大
き
く
関
わ
る
女
性

ホ
ル
モ
ン
。
そ
の
分
泌
量
は
、
一
生
の
う
ち
で
大

き
く
変
わ
り
続
け
ま
す
。
ま
た
、
排
卵
・
月
経
に

よ
り
１
か
月
程
度
の
周
期
で
も
変
化
を
繰
り
返
し

て
い
ま
す
（
下
図
）。
一
方
、
男
性
は
思
春
期
か

ら
老
年
期
ま
で
、
男
性
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
量
に
あ

ま
り
変
化
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

女
性
ホ
ル
モ
ン
は
、
生
殖
の
た
め
だ
け
に
働
く

の
で
は
な
く
、
心
と
体
を
守
る
働
き
が
あ
る
の
が

特
徴
で
す
。
不
調
や
疾
患
が
あ
る
時
に
、
影
響
を

受
け
や
す
い
の
が
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
で
す
。
ホ

ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
の
崩
れ
は
、
生
理
不
順
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
症
状
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
の
で
、
病

気
の
サ
イ
ン
を
早
め
に
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

女
性
ホ
ル
モ
ン
が
心
と
体
に
も
た
ら
す
影
響
に

は
も
ち
ろ
ん
個
人
差
は
あ
り
ま
す
が
、
女
性
ホ
ル

50 60 70 （歳）

参考文献：「40 歳からの女性ホルモンの高め方」対馬ルリ子著

■プロフィール
周産期学、ウィミンズヘルスが専門。
2002 年にクリニックを開院。2003
年からは女性外来をすすめる会「女
性医療ネットワーク」を設立し、全
国 450 名の女性医師・女性医療者
と連携して活動。女性の生涯にわた
る健康のためにさまざまな情報提
供、啓発活動を行っている。

更年期障害

骨粗しょう症

泌尿器・生殖器の萎縮症状

アルツハイマー・関節リウマチ

性感染症

子宮頸がん

子宮体がん

平均閉経年齢
50.5歳

乳がん

うつ

生活習慣病

更年期 老年期

毎月のホルモンの変化
女性ホルモンには、エストロゲン

（卵胞ホルモン）とプロゲステロン
（黄体ホルモン）があります。月経
が終わるとエストロゲンが分泌さ
れ、排卵が起こります。排卵後は
プロゲステロンの分泌で子宮を妊
娠に適した状態にします。妊娠し
ていなければ、両方のホルモンが
急激に減少し、月経が起こります。

対馬ルリ子さん
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女性の一生における女性ホルモンの変化と起こりやすい病気

モ
ン
の
影
響
に
よ
り
、
月
経
時
に
困
難
を
抱
え
て

い
た
り
、
閉
経
前
後
に
起
こ
る
更
年
期
障
害
に
よ

り
体
調
不
良
に
な
っ
た
り
す
る
女
性
が
い
る
こ
と

を
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
女
性
も
男
性
も
お
互

い
の
体
調
を
気
遣
い
合
え
れ
ば
、
職
場
や
家
庭
な

ど
が
も
っ
と
過
ご
し
や
す
い
場
所
に
な
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

も
っ
と
自
分
を
い
た
わ
っ
て
い
い

　

現
場
で
診
療
を
続
け
て
い
る
と
「
も
っ
と
早
く

病
院
に
来
て
く
れ
れ
ば
」
と
い
う
人
が
見
受
け
ら

れ
ま
す
。
女
性
特
有
の
疾
患
や
体
調
不
良
の
場
合
、

日
々
の
忙
し
さ
や
、
ど
こ
の
科
に
行
け
ば
よ
い
か

わ
か
ら
な
い
な
ど
の
理
由
で
、
よ
ほ
ど
ひ
ど
く
な

ら
な
い
と
受
診
を
し
な
い
人
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

欧
米
で
は
、
10
代
の
頃
か
ら
か
か
り
つ
け
医
を

持
ち
、
相
談
や
検
診
を
習
慣
に
し
て
い
る
人
が
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
妊
娠
・
出
産
、
更
年
期
障
害

な
ど
、
女
性
の
体
に
起
こ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
早

い
段
階
で
知
っ
て
お
く
こ
と
で
、
い
ざ
と
い
う
時

に
慌
て
ず
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
女
性
は
望
ま
な
い
妊
娠
や
性
感
染
症
な

ど
の
リ
ス
ク
を
ひ
と
り
で
抱
え
て
し
ま
い
が
ち
で

す
。
視
察
に
行
っ
た
オ
ラ
ン
ダ
で
は
、
女
性
が
妊

娠
・
出
産
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
選
択
を
し
て
も
、

社
会
的
に
ケ
ア
す
る
体
制
が
整
っ
て
い
て
、
リ
プ

ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
/
ラ
イ
ツ
（
P
５
参
照
）

が
確
立
さ
れ
て
い
る
の
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
社
会
的
基
盤
の
整
備
も
必
要
で
す

が
、
や
は
り
女
性
自
身
が
も
っ
と
自
分
を
い
た

わ
っ
て
い
い
の
で
す
。
体
の
仕
組
み
を
知
る
と
、

セ
ル
フ
ケ
ア
や
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
女
性
を
増
や
し
て
い

き
た
い
で
す
ね
。

月経周期とホルモンの変化

0 10 20 30 40

※凡例  　　　…起こりやすい病気と症状

平均初経（初潮）年齢
12.5歳

月経
周期 月経期 卵胞期 排卵期 黄体期

女
性
ホ
ル
モ
ン

エストロゲン（卵胞ホルモン）

プロゲステロン（黄体ホルモン）

日数　1   2  3  4  5  6  7   8  9 10 11 12 13 14  15 16 17 18 19 20 21  22 23 24 25 26 27 28

月経 排卵 月経

特集 女性の健康 知っていますか？ワタシのカ・ラ・ダ

月経異常

子宮筋腫・子宮内膜症

極端なやせ・摂食障害

小児期 思春期 性成熟期

女性ホルモンの 1 つであるエ
ストロゲン（卵胞ホルモン）
は、排卵の準備をしている時
に卵巣から分泌されるホルモ
ン。20 代から 30 代で最も
多く分泌され、40 代前後か
ら徐々に減りはじめます。閉
経前後は急激に分泌量が減少
するため、体調の変化が起こ
りやすくなります。

エストロゲンの分泌量
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思
春
期
を
迎
え
る
心
と
カ
ラ
ダ

女性のカラダは変化します
誕生してから老年期まで、さまざまなライフスタイルを送る女性たち。その心と
体に影響を与えるのが、女性ホルモンです（P2～ 3参照）。体の中の見えない
変化を知り、上手に付き合うことは、女性の健康づくりには欠かせません。あな
たは、今、どのステージですか。

小
学
校
高
学
年
か
ら
中
学
生
に
か
け
て
初
経
（
初
潮
）
を
迎
え
ま

す
。
思
春
期
を
迎
え
る
こ
の
頃
か
ら
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
（
P
２
〜
３

参
照
）
の
分
泌
が
は
じ
ま
り
ま
す
が
、
分
泌
量
は
ま
だ
安
定
し
て
い
ま

せ
ん
。
体
の
急
激
な
変
化
に
心
が
追
い
付
か
な
い
場
合
も
多
く
、
保
護

者
や
社
会
に
反
抗
的
に
な
る
な
ど
、
精
神
的
に
不
安
定
な

時
期
で
す
が
、
心
身
共
に
大
人
へ
と
変
化
し
て
い
く
大
切

な
時
期
で
す
。
変
化
を
受
け
止
め
る
と
共
に
、
女
性
の
体

の
仕
組
み
な
ど
、
知
識
を
身
に
付
け
る
こ
と
も
大
事
で
す
。

﹁
母
と
娘
で
学
ぶ
　
女
の
子
の

か
ら
だ
の
変
化
と
月
経
の
お
話
﹂

を
開
催
し
ま
し
た
。

平
成
26
年
8
月
19
日
、
小
学
校
3

〜
6
年
生
の
女
児
と
そ
の
保
護
者
が
、

体
の
変
化
や
月
経
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。
講
座
で
は
、
出
産
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ

を
見
た
り
、
月
経
の
話
を
聞
い
た
り
、

ナ
プ
キ
ン
の
使
い
方
な
ど
を
教
わ
り

ま
し
た
。
母
と
娘
で
学
ぶ
よ
い
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

月経は病気を知らせてくれる？
月経は初経（初潮）を迎えてから、50 代頃まで続きます。
月経の話は「人にはなかなか言えない」という人も多い
かもしれませんが、月経に異常がある場合、病気のサイ
ンが隠されていることがあります。少しでも気になる症
状があれば、迷わず女性外来や婦人科を受診しましょう。

◆ 例えば、このような時は気を付けましょう ◆

男女共同参画センター主催
講座レポート

言葉にすることが難しい話題を楽しくわかりやすく伝えていただきまし
た。参加者は熱心に耳を傾けていました。

info

思春期
10代 こ

の
頃
は

がまんできないほど
月経痛がひどい時

周期が 3 か月
以上の時

周期が 24 日
以内の時

周期が 46 日以上
3 か月以内の時

経血がおりもの
程度の時

1 時間おきにナプキンを
変えるほど経血が多い時

講師の袋珠美さん

あなたは今
どのステージ？

参考文献		「40歳からの女性ホルモンの高め方」	
	「女性外来がよくわかる本」

	 対馬ルリ子著
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産
む
？ 

産
ま
な
い
？ 

産
む
な
ら
い
つ
？

月
経
の
周
期
が
安
定
し
、
子
宮
、
卵
巣
の
動
き
を
活

発
に
す
る
働
き
が
あ
る
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
の
分
泌
量
が

生
涯
の
中
で
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
20
代
か
ら
30
代
前
半
は
妊

娠
・
出
産
に
適
し
た
時
期
に
な
り
ま
す
。
女
性
は
誕
生
の

時
か
ら
体
内
に
卵
子
を
持
っ
て
い
ま
す
の
で
、
加
齢
と
共

に
卵
子
も
歳
を
と
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
35
歳
を

過
ぎ
る
と
女
性
ホ
ル
モ
ン
が
減
少
し
は
じ
め
ま
す
。
そ
れ

に
従
い
、
徐
々
に
妊
娠
し
に
く
く
な
り
、
40
代
半
ば
を
過

ぎ
る
と
自
然
妊
娠
は
難
し
く
な
り
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
、
人

に
よ
っ
て
は
仕
事
や
家
庭
、
地
域
活
動
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
経
験
を
積
む
時
期
で
す
の
で
、
自
分
自
身
の
ラ
イ
フ
プ

ラ
ン
に
つ
い
て
考
え
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

◆子宮頸がん検診受診率　外国との比較◆
例えば、子宮頸がん検診の受診率を諸外国
と比較すると、日本の受診率はまだまだ低
いことがわかります。症状がないまま進行
するがんもあるため、定期的にがん検診を
受診することが大切です。

子宮頸がんや子宮内膜症、子宮筋腫、卵巣がん、乳
がんなどの女性特有の疾患にも注意が必要です。仕
事や妊娠、出産、育児、介護などが重な
ることもあり、自分自身のケアが後回し
になりがちな時期ですが、早期発見する
ことが大切です。検診を習慣にして、自
分の体を守りましょう。

女性の病気～子宮と卵巣の話

子宮頸がん検診、乳がん検診を指定の医療
機関で受けられます。
今年度の予約は 1月 30日までです。
詳しくは、医療保険部　成人健診課まで
☎ 042-620-7428

妊娠・出産したら
どんなサポートが受けられる？

保健福祉センターでは、「健康相談」「パ
パママクラス」「赤ちゃん訪問」など、妊娠・
出産についてきめ細やかなサポートをし
ています。また、子どものしあわせ課では、
妊娠・出産からお子さんが小学校に入るま
での幅広い子育て支援情報をまとめた「子
育てガイドブック」を発行しています。こ
のガイドブックは、母子健康手
帳をお渡しする時や子育てひ
ろばなどで配布していますので、
お役立てください。（市のホー
ムページにも掲載しています。）

出典：OECD　Health　Data2013
　　　（公益財団法人がん研究振興財団リーフレット「予防できる子宮頸がん」より）

info

性成熟期
20-30-40代

0 20 40 60 80 100

0 20 40 60 80 100

アメリカ

ニュージーランド

カナダ

韓国

イギリス

オーストラリア

日本

85.0%

79.6%

75.3%

68.7%

68.5%

56.8%

37.7%

市の子宮頸がん検診、乳がん検診

リプロダクティブ・ヘルス／ライツ（性と生殖に関する健康と権利）

「子どもを産むか、産まないか」「産むならばいつ？何人か」などを自分で選択する権利があり、それを保障
するという考え方のことです。1994 年にカイロで開催された国際人口・開発会議において提唱されました。
安全で満足のいく性生活、妊娠・出産、子どもが健康に生まれ育つことなども権利として含まれています。
また、近年では思春期や更年期における健康についても幅広く議論されています。

こ
の
頃
は

ぜひご利用ください

info
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更
年
期
と
上
手
に
付
き
合
う

い
つ
ま
で
も
イ
キ
イ
キ
と
過
ご
す

40
代
後
半
か
ら
50
代
頃
の
、
閉
経
を
迎
え
る
前
の
時
期

は
、
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
の
分
泌
が
急
激
に
減
り
ま
す
。
閉

経
を
は
さ
ん
で
10
年
位
の
期
間
を
更
年
期
と
呼
び
ま
す
。
個
人
差
は
あ
り
ま
す
が
、

心
や
体
に
さ
ま
ざ
ま
な
不
調
を
感
じ
る
な
ど
、
更
年
期
障
害
が
起
こ
る
時
期
で
も

あ
り
ま
す
。
更
年
期
障
害
の
症
状
に
は
、
顔
が
ほ
て
る
「
ホ
ッ
ト
フ
ラ
ッ
シ
ュ
」

や
手
足
の
冷
え
、
気
分
の
落
ち
込
み
な
ど
が
見
ら
れ
ま
す
。
症
状
の
出
方
に
は
個

人
差
が
あ
る
た
め
、
周
囲
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

更
年
期
は
誰
も
が
経
験
す
る
も
の
で
す
。
相
談
や
受
診
な
ど
で
改
善
で
き
る
こ
と

も
あ
る
の
で
、つ
ら
い
時
に
は
無
理
を
せ
ず
、上
手
に
付
き
合
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

閉
経
後
し
ば
ら
く
す
る
と
、
更
年
期
障
害
の
症
状

が
少
し
ず
つ
軽
く
な
り
ま
す
。
一
方
、
エ
ス
ト
ロ

ゲ
ン
の
分
泌
減
少
に
伴
い
、メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
や
高
血
圧
な
ど
が
増
え
て
き
ま
す
。
男
性
に
も
見
ら

れ
ま
す
が
、
特
に
女
性
は
骨
密
度
が
低
下
す
る
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
骨
粗
し
ょ
う
症
な
ど
に
注
意

が
必
要
で
す
。
現
代
女
性
の
平
均
寿
命
は
86
歳
、
要
介

護
状
態
に
な
ら
ず
に
過
ご
せ
る
健
康
寿
命
は
73
歳
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
い
つ
ま
で
も

イ
キ
イ
キ
と
過
ご
す
に
は
、
適

度
な
運
動
、
そ
し
て
検
診
を
欠

か
さ
ず
に
健
康
寿
命
を
伸
ば
す

こ
と
が
大
切
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
一
生
を
通
し
て
女
性
の
心
と
体
は
「
ホ
ル

モ
ン
」
の
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。
時
代
と
共
に

平
均
寿
命
が
伸
び
老
年
期
の
期
間
が
長
く
な
り
ま
し
た
が
、

女
性
の
体
の
仕
組
み
が
変
わ
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

現
代
女
性
は
長
い
人
生
を
体
の
変
化
と
共
に
生
き
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
、
検
診
を
習
慣
に
し
て
、

今
の
自
分
の
状
態
を
知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
ス
テ
ー
ジ
を
イ
キ
イ
キ
と
過
ご
せ
る
よ
う
、
心
と
体
に

向
き
合
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

女性外来を利用してみては？
女性と男性のホルモン差によって、かかりやす
い病気や症状の出方が違うことが近年研究され
ており、女性特有の病気は、妊娠・出産や子宮、
卵巣などの病気を診る産婦人科や、乳房の疾患
を診る外科だけでは診療できないことがわかっ
てきました。そこで、女性を総合的に診療する

「女性外来」ができました。なんとなく不調が続
くなど、更年期障害特有の症状があっても「病
院に行くほどではない」「どこの科に行けばよい
かわからない」などの理由で受診をためらう人
が多いです。しかし、専門家の診療や相談を受け、
自分自身の体の状態を把握することは大切なこ
と。体の不調にはさまざまな病気の原因が隠され
ていることも多く、我慢することは決してよい
ことではありません。ぜひ、「女性外来」を設け
ている病院を利用してみてはいかがでしょうか。

対馬ルリ子先生からのアドバイス

こ
の
頃
は

こ
の
頃
は

現代を生きる女性に
大切なことは

更年期
40-50代

老年期
60代以上



「男女が共に生きるまち八王子プラン（第 2 次）」評価報告書を作成
　市は「男女が共に生きるまち八王子プラン（第 2 次）」を基に、男女共同参画社会の実現をめざして施策を
推進してまいりました。このほど、プランの最終年度である、平成 25 年度の進行状況を評価した「男女が共
に生きるまち八王子プラン（第 2 次）－平成 25 年度評価報告書－」を作成しました。
　報告書は、市役所１階市政資料室、男女共同参画センター、各事務所・市民センター・図書館、市のホームペー
ジなどでご覧になれます。
　市では、男女共同参画施策の推進について、皆様のご意見を随時受け付けています。ご意見は直接、電話、
ファックス、またはＥメールで男女共同参画センターへ。

　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
で
は
、
各
種

講
座
の
開
催
、
女
性
の
た
め
の
相
談
、
学

習
支
援
な
ど
の
た
め
の
無
料
託
児
サ
ー
ビ

ス
（
ほ
っ
と
タ
イ
ム
サ
ー
ビ
ス
）
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

◆
開
館
時
間

　

月
〜
土
曜
日
／
9
時
〜
19
時

　

日
曜
日
、
祝
・
休
日
／
9
時
〜
17
時

◆
休
館
日

　

年
末
年
始
（
12
月
29
日
〜
1
月
3
日
）、

　

毎
月
第
1
火
曜
日
（
館
内
点
検
日
）

　

学
習
支
援
・
求
職
支
援
の
た
め
の
無
料

託
児
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

◆
利
用
で
き
る
方

　

満
1
歳
～
6
歳
ま
で
の
就
学
前
の
お
子

さ
ん
の
保
護
者
で

○ 

ク
リ
エ
イ
ト
ホ
ー
ル
内
の
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
図
書
館
・
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
・
男
女
共
同
参
画

セ
ン
タ
ー
を
利
用
す
る
方

○ 

八
王
子
し
ご
と
情
報
館
を
利
用
す
る
方

◆
利
用
時
間

　

日
・
月
・
水
・
金
・
土
曜
日
／
9
時
〜
12
時

　

火
・
木
曜
日
／
13
時
〜
17
時

◆
利
用
方
法

　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
で
登
録
し
た

後
、
利
用
日
の
２
日
前
ま
で
に
電
話
ま
た

は
直
接
窓
口
で
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

配偶者や恋人からの暴力に悩んでいませんか？

電話相談
（年末年始を除く）

月～土曜日 午前 9 時～午後 7 時

日曜日、祝・休日 午前 9 時～午後 5 時

相　　談（要予約） 木曜日 午後 1 時～午後 4 時

カウンセリング
（要予約）

水・土曜日 午前 9 時～正午

第 4 月曜日 午後 1 時～午後 4 時

第 2・3 金曜日 午後 4 時～午後 7 時

弁 護 士 （要予約） 第 4 土曜日 午後 2 時～午後 5 時

団体名 形式・費用 日時 連絡先

ＤＶホットライン八王子 電話相談・無料
（女性専用）

月曜日
午前 9 時～正午 ☎ 042-626-8258

全国共通ＤＶホットライン 電話相談・無料
（女性専用）

月～土曜日
午前 10 時～午後 3 時 ☎ 0120-956-080

いっぽの会 女性同士の語り合い・1 回 300 円 第 1・第 3 金曜日
午後 1 時半～午後 3 時半

☎ 090-6338-4391
　 090-7408-1372

れんこんの会 女性同士の語り合い・無料 第 2 土曜日 午後 2 時～ 4 時
第 4 木曜日 午前 10 時～正午 ☎ 080-5039-9374

☆
ほ
っ
と
タ
イ
ム
サ
ー
ビ
ス

☆
女
性
の
た
め
の
相
談

相談
専用電話
☎ 042-

648-2234

　

夫
婦
・
家
族
間
の
不
和
・
も
め
事

の
悩
み
、
生
き
方
や
人
間
関
係
、
交

際
相
手
と
の
悩
み
な
ど
、
女
性
の
人

権
に
関
わ
る
こ
と
や
法
的
な
相
談
に
、

専
門
の
女
性
相
談
員
が
対
応
し
ま
す
。

7

民間団体によるDV相談窓口



平成 27年 2月28日（土）
会場：八王子市クリエイトホール（八王子市東町 5-6）

講演会

団体企画

分科会

講師 / 坂根シルック（国立大学法人東京農工大学　特任准教授、文化人タレント）
時間 / 14：00 ～ 16：00　会場 / 5 階ホール（定員 170 名）どなたでも（市内在住・在勤・在学の方を優先）

講師 / 柚楽弥衣（歌手、ボイストレーナー）
時間 / 10：00 ～ 12：00
会場 / 6 階　レクリエーション室（定員 20 名）

講師 / 吉田穂波（産婦人科医師、医学博士、公衆衛生修士）
時間 / 10：00 ～ 12：00
会場 / 10 階　第 5 学習室（定員 20 名）

フィンランド・ヘルシンキ生まれ。3 歳で初来日、幼少期を大分市で過ごし、日本の教育を受ける。小学校卒業を期にフィンランドに帰
国し、1985 年に再び来日。その後 20 年間、複数の在日フィンランド企業やフィンランド政府機関に勤務しながら、2 人の子どもを育てる。
2005 年から 2 年間、子どもとフィンランドで生活しながら、フィンランド語翻訳通訳家として活動を始め、2007 年に日本に帰国後は
語学講師としても活動。現在は東京農工大学・リーディング大学院で『国際文化比較論及び日本語表現力特論』を担当しながら、全国
で講演活動も行っている。また、昨年 11 月から新たに、異文化・学び・遊びをテーマにした慈善活動 ”Love The Life”をスタートさせる。
日本テレビの『なんでもワールドランキング・ネプ＆イモトの世界番付』でフィンランド代表として出演するなど、メディアでも活躍中。

「 "女性たちのつぶやき 2015" 」
企画 / 八王子手をつなぐ女性の会

「 聞き書き集刊行に向けて！」
企画 / 八王子女性史サークル

時間 / 10：00 ～ 16：00　会場 / 1 階 展示スペース

■発行日  平成27 年1 月1 日　■編集  男女共同参画都市 八王子市 市民活動推進部男女共同参画課
〒192-0082 八王子市東町 5-6 クリエイトホール 8F 
 HP　http://www.city.hachioji.tokyo.jp/33852/danjokyodo/index.html

区分 23 年度 割合 24 年度 割合 25 年度 割合

審議会等数 101
79.2
%

112
78.6
%

128
79.7
%うち女性の委員が

いる審議会等数 80 88 102

全委員数   （人） 1,779
28.6
%

1,947
28.1
%

2,130
30.4
%うち女性委員数

（人） 508 547 647

八
王
子
市
の
行
政
審
議
会
等

委
員
へ
の
女
性
の
参
画
状
況

　

審
議
会
と
は
、
国
や
地
方
公
共

団
体
が
重
要
な
施
策
を
進
め
る
に

あ
た
っ
て
有
識
者
等
か
ら
意
見
を

求
め
る
た
め
、
法
令
・
条
例
等
に

基
づ
き
設
置
す
る
機
関
で
す
。

　

市
の
審
議
会
等
委
員
へ
の
25
年

度
の
女
性
の
参
画
率
は
30.
4
％

で
昨
年
度
と
比
べ
微
増
し
て
い
ま

す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
審
議
会
等
で

は
、
い
ま
だ
に
女
性
委
員
が
一
人

も
い
な
い
委
員
会
が
あ
り
ま
す
。

　

女
性
の
声
を
市
政
に
活
か
す
た

め
、
審
議
会
等
へ
の
女
性
委
員
の

登
用
に
つ
い
て
積
極
的
に
働
き
か

け
を
行
う
な
ど
、
女
性
参
画
の
推

進
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

■ご意見・ご感想は男女共同参画センターまでお寄せください

TEL 042-648-2230　FAX 042-644-3910
メール b050900@city.hachioji.tokyo.jp

行政審議会等委員への女性の参画状況推移

企画展示  申し込み不要

男女共同参画センターまで
TEL 042-648-2230  FAX 042-644-3910
1 月 5 日（月）から申し込み先着順で受付開始！ 

お申し込み・お問い合わせは

入場
無料

手話通訳あり

託児
あり

■ 1 歳から就学前の
　お子さん
■要予約（午前 / 午後）
　各15 名まで

8

3月刊行

「日常生活で活かせるアサーティブネストレーニング実践編」
～自分のコミュニケーションのくせに気付いていますか～
講師 / 岩井美代子（エンパワーＹＯＵネットワーク代表、精神保健福祉士 ）
時間 / 10：00 ～ 12：00
会場 / 5 階 展示室（定員 20 名）
企画 /  ブルーミング

「女性が知っておきたい　働き方と社会保険とお金の話」
講師 / 櫻井三樹子（特定社会保険労務士）
 太矢香苗（ファイナンシャルプランナー）
時間 / 10：00 ～ 12：00
会場 / 11 階 第 7 学習室（定員 25 名）
企画 /  多摩らいふサポート

「スティックバルーンロケット、
僕も私も作れるよ」
時間 / 14：00 ～ 16：00
会場 / 11 階 第 7 学習室（定員 12 組）
企画 /  レクボラ No.1

「女性はなぜ貧しい状況におかれているのか」
講師 / 角田由紀子（ 弁護士、NPO 法人女性の安全と健康のための支援

教育センター代表理事 ）
時間 / 16：30 ～ 18：30
会場 / 10 階 第 2 学習室（定員 50 名）
企画 /  八王子手をつなぐ女性の会

「フィンランドから学ぶ私らしく暮らすヒント ～ワーク・ライフ・バランスを楽しむ～」

「ママのためのボイストレーニング 〜心と身体のリフレッシュ〜」 「やりたいことを我慢しないためのマイルール作り」

第24 回　女と男のいきいきフォーラム八王子

講演会、分科会、
団体企画、託児は

お申し込みが
必要です

今、ワタシの夢を開く時

相手との対等な
コミュニケーションを学びたい方

出産、子育て、介護等
のために離職した

（するかもしれない）女性

4 歳～小学 6 年生の
お子さんとその父親

（または両親）

どなたでも

子育て中の
母親

子育て世代の
男性（女性も可）


